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また非対称ピークは P 濃度が高いほど強く、非対称ピークは P 起因
である可能性が考えられた。非対称ピークの振動モードは基板方位
によって異なり、(111)は A1g+Eg、(001)は F2gモードと推定した。 
また H 濃度の高い試料には、非対称ピーク以外にも複数のピーク
が出現した。この結果から H 濃度の高い試料では、P-H の結合をも
った P-H complex が形成されている可能性を考えた。これらのピー
クについても偏光ラマン測定から振動モードの推定を試みた結果、
ダイヤモンドのラマン活性な結晶対称性で検出しうる A1g、Eg、F2g 3
種類のモードで観測された。よって H 濃度の高い試料では P-H 
complex が形成されやすく、その形状は複数存在すると考えた。 
【結論】n 型リンドープダイヤモンドでは、結晶内に取り込まれた
水素が複数種類の P-H complex を形成している可能性が考えられる。
P-H complex は補償欠陥の有力な候補の一つであることから、合成
中に水素を取り込まない手法の開発が必要である。 
【 引 用 文 献 】 [1] S. Koizumi, Thin-Film Diamond Ⅰ ,chap.5, 
Elsevier(2003) [2]Tsuchida, et al, NDNC2017 
【謝辞】顕微ラマン分光装置利用でお世話になった大谷教授・研究室の方々に深謝致します。また試料
提供いただきました産業総合研究所山田博士、物質材料研究機構小泉博士に深謝致します。 
図 1. 高 H 濃度リンドープダイヤモ
ンドの偏光ラマンスペクトル 
